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（注 1) 0’Ballance, Edgar, Malaya: The Com-
munist Insurgent War, 1948-1960, London, Faber 

































































































































































































































































































































































英〔GuJun Ying），王炎之（W叩 gYan Zhi），蒋英
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(it:. 1〕 Brimmell,J. H”Communism in South・ 
east Asia, London, Oxford Univ. Press, 1959, p. 95. 
Q主2〕 Hanrahan,G. Z., The Communist St叩：g-
gle in Malaya, Kuala Lumpur, University of Ma・
laya Press 1971, p. 49 （初版は1954年）； Brimmel, 














（注9〕 Hanrahan,ojう.cit., p. 44. 
Ci主10) Ibid., pp. 45, 151-163。ただし『南島之春』
では員（l6次拡大中央委は39年4月初旬になっている








































(it20〕 「南島之春JI18頁，および Brimmell,op. 
cit., p. 147 0 























〈注23〕 同上書 281ベージ。 Straits Times, 11 
March, 1940からの引用。
（注24〕 『南島之春』 19頁。
（十J:25〕 Brimmell, The Short 1 listoヴ ザ the
Malayan Communist Party, Singapore, D. Moor, 
1956, p, 13. 





















マレー γア政治研究』アジア経済研究所 1978>F 38 
ベージ〉。
（注30) 湾井前掲書 1印ベージ。













Ci主37) Hanrahan, 01う.cit., p. 2,l目
Ci主38) 京耶笹自身Lt, 「1936年秋ピノレマからマラ
ヤ IC.~山t, 3711c C党との一一引用者）関係回復以後，
直接党中央番記ライテクの指導を受けた」正している。
（前掲論文 20頁〉。




































































































































































































































































































































































































｜ ｜ ｜ 隊 長隊 名 1 成立時 1 活動地域 ｜ 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1司許慶彪 XuQing Biao 
前掲『考察』によれば，パトゥ・ケイヴで日本
軍が捕獲したった拝の中に，「司令部政治委員・彪」






































































































Ci主1〕 Chapman,F. S., The Jungle is Neutral, 
London, Chatto & Windus, 1957, p. 27. 
(il, 2）筒井前尚書 157ページ。
(il:3) 『i有島之作』 22ft。
Cil: 4〕 向上~ 24賞。
Ci主5) Hanrahan, op. cit.は2}1としている（p.
65）。 『淘島之平手』 lζはj羽Hの記載はない。
(il'. 6) 『陥尚之春』 25：氏。
0：主7) 火附党『馬来lI共産党概観』附陶在軍兵隊本
部 1943'-F 2 J （：大四 前褐喜平等鋭， 256ページ〕。
(il: 8 ) Hanrahan, lψ. cit., p. 80. 
01: 9) 0’Ballance, op. cit., p. 63. 
Ciヒ10) Hanrahan, op. cit., p. 88. 
1978080027.TIF
（注11) Brimmell, Communism in Southeast 
Asia, p. 199. 





（注目） Chin Kee Onn, Ma-rai-ee, London, G. 































（注25) Hanrahan, op, cit., p. 62. Brimmell op. 







（注30) Hanrahan, op. ciι，p. 66. 
（注31) 「マ共略史」 5ベージ。




（注35) 『隙線報』 71年 9月12日。ただし前掲「マ
共略史Jによれば衛兵は 6人。








｜射 殺｜現地処分｜逮 捕｜ 計
共産党員｜ I I 206 206 
遊撃隊員 I 23 I I 52 7a 
抗日分子｜ 4 I 228 I 194 426 
英豪敗残兵 1 6 I I I 6 

























なお Cross,John, Red Jungle, London, Robert 





（注40) Chin Kee Onn, op目 cit.,pp. 222, 252. 
（注41〕 Chapman,op. cit., p. 225. 
（注42) Cross, op. cit., p. 60. 
（注43) Ihid., p. 99. 
(i¥:44〕 Ihid.,p. 131. 
（注45〕 lb紅l.,p. 117. 




及雑f止に原住民 C-, l, －人一一引用者）己iifを募集し
之を兵裕と称す。兵布告は口本軍隊と起加を共にし被服







(/1'52) Chapman, of>. cit., pp. 135 -142. Hanra・ 










（注56) Cross, op. cit., pp. 94, 133. 
〈注57) f考察』に日本訴訳が収めてある。
(il:58〕 大西元隊長からの関取りによる。






































（注87〕 Cross,op. cit., pp. 121-122. 


































































（注 1) 拙稿「マラヤ共産党と中ソ対立」 （浅野幸
総編『中ソ対立とアジア 1968-75』アジア経済研究
所 1976年〉参照。
〔付記〕 本稿は「近代日本と東南アジア華僑社会」
研究会への提出論文として77年5月に脱稿したもので
あるが，諸々の事情で発表が遅れた。この間，日本軍
におけるライテク利用の最高賞任者だった大西覚氏の
回想、録と長井信一氏のほぼ！司時期を扱った論文を拝読
する機会に恵まれ，特に前者に拠ってライテクを中心
とするマ共指導者について！日稿にかなりの修正を加え
た。大西氏にはまた直接の間取りで凄惨なマ共弾圧に
ついて得難い’ほ報を提供して戴いた。さらに研究会主
査の戴国輝氏には幾多の示唆を賜わった。記して謝し
fとU、。 （プジア経済制f究所自動向分析出〉
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